
問
本
市
域
で
は
、
多
類
の

電
源
が
考
え
ら
れ
る
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委

員
会
の
検
討
内
容
は
。

答
委
員
会
で
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
と
熱
利
用

の
普
及
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
地
域
の
森

林
資
源
活
用
と
産
業
振
興

や
雇
用
拡
大
が
図
れ
る
と

考
え
る
。

問
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
事

業
主
体
を
考
え
て
い
る
の

か
。

答
発
電
事
業
規
模
に
も
よ

る
が
環
境
へ
の
配
慮
や
利

益
還
元
に
つ
い
て
の
創
意

工
夫
な
ど
あ
ら
ゆ
る
立
場

で
地
域
の
意
向
が
反
映
で

き
る
、
地
域
主
導
型
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

問
来
年
も
開
催
予
定
な
の

か
。
開
催
す
る
と
す
れ
ば

日
程
は
。

答
来
年
も
開
催
す
る
。
開

催
日
は
６
月
12
日
（
日
）、

大
会
規
模
は
３
千
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

問
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の

経
済
波
及
効
果
は
２
億
７

千
４
百
万
円
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
積
算
根
拠
は
。

答
応
援
者
も
含
め
た
総
参

加
者
数
が
４
，
０
３
２
人
、

一
人
当
た
り
の
消
費
額

（
宿
泊
費
・
土
産
購
入
費
・

飲
食
費
な
ど
）
が
２
５
，

７
４
０
円
で
大
会
運
営
費

を
含
め
、
総
額
１
億
３
７

８
万
円
と
な
り
、
直
接
消

費
総
額
は
合
計
１
億
２
，

４
３
０
万
円
と
推
計
し
た
。

こ
れ
に
経
済
波
及
効
果
倍

率
２
．
21
倍
を
か
け
波
及

問
市
と
し
て
の
取
り
組
み

は
。

答
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
充
実
と
と
も
に
、
資
金

調
達
等
の
課
題
解
決
に
向

け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
高
齢
期
以
前
の
方
を
対

象
と
し
た
早
期
発
見
の
対

策
は
。

答
現
時
点
で
は
特
に
対
策

を
取
っ
て
い
な
い
。

　

高
齢
期
以
前
の
世
代
が
、

認
知
症
に
な
ら
な
い
、
ま

た
は
症
状
が
少
し
で
も
緩

和
さ
れ
、
長
く
社
会
参
加

を
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
人
口
減
少
社
会
で
の

生
産
性
低
下
を
抑
制
す
る

意
義
に
お
い
て
も
重
要
で

あ
り
対
応
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
認
知
障
が
い
を

効
果
を
２
億
７
，
４
７
０

万
円
と
推
計
し
た
。

問
安
全
、
安
心
な
学
校
給

食
の
た
め
、
食
材
の
選
定

基
準
は
あ
る
の
か
。

答
食
材
の
選
定
基
準
は
、

学
校
給
食
法
第
九
条
に
基

づ
く
「
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
」
の
食
品
の
選
定

に
示
さ
れ
て
お
り
、
過
度

に
加
工
し
た
も
の
や
不
必

要
な
食
品
添
加
物
が
添
加

さ
れ
た
食
品
な
ど
は
使
用

し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
安
全
な
食
材
の
選
定

方
法
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
各
業
者
に
対
し
サ
ン

プ
ル
や
成
分
表
の
提
示
を

求
め
、
所
長
、
栄
養
士
、

調
理
員
及
び
高
山
市
学
校

給
食
推
進
協
議
会
の
役
員

も
含
め
て
、
基
準
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
う
え
で
、
単
価
、
味
覚
、

再
エ
ネ
利
用
で
の
「
地

域
力
向
上
と
自
立
」。

健
康
な
生
活
持
続
は
、

予
防
か
ら
。

匠
の
国
、
飛
驒
高
山

伝
統
あ
る
モ
ノ
づ
く
り

の
火
を
消
す
な
！

谷村 昭次  議員

早
期
発
見
で
き
る
よ
う
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
気
軽
に

自
己
診
断
で
き
る
有
効
な

ツ
ー
ル
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
平
成
28
年
４
月
に

は
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

に
よ
る
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
を

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。

問
地
域
の
活
力
維
持
向
上

の
た
め
に
は
、
市
域
内
及

び
市
域
外
間
で
の
「
二
地

域
居
住
」
や
「
二
地
域
就

労
」
の
促
進
が
必
要
で
は
。

答
市
民
あ
る
い
は
市
民
以

外
の
方
が
、
広
大
な
高
山

市
に
お
い
て
、
い
く
つ
か

の
地
域
で
居
住
や
就
労
す

る
、
「
二
地
域
居
住
」
や

「
二
地
域
就
労
」
は
地
域

へ
関
わ
り
が
深
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
「
飛
驒
高
山

応
援
事
業
」
な
ど
の
活
用

や
、
農
家
や
企
業
と
も
連

携
し
、
交
流
者
が
活
動
し

や
す
い
新
た
な
仕
組
み
の

構
築
を
検
討
す
る
な
ど
、

今
後
と
も
支
援
を
強
化
し

て
い
く
。

産
地
な
ど
を
考
慮
し
て
決

め
て
い
る
。

問
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
導

入
に
よ
る
経
済
効
果
、
地

域
還
元
率
は
。

答
市
で
は
、
高
山
市
環
境

配
慮
型
公
共
施
設
整
備
指

針
に
基
づ
き
、
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
へ
の
ぺ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
を
進

め
て
い
る
が
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
と
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を

目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

導
入
に
お
け
る
経
済
効
果

や
地
域
還
元
率
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

問
学
校
用
机
・
い
す
、
液

晶
テ
レ
ビ
は
組
合
へ
の
随

意
契
約
と
し
て
い
る
が
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
も

適
用
で
き
な
い
か
。

答
市
の
契
約
は
、
一
般
競

争
入
札
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
随
意
契
約
は
特

別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
。
随
意
契
約
は
契

約
の
目
的
・
性
質
が
競
争

入
札
に
適
さ
な
い
と
き
に

の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ

い
て

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
入
札

に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

健
康
な
生
活
持
続
に
お
け

る
軽
度
認
知
障
が
い
の
予

防
に
つ
い
て

交
流
促
進
に
よ
る
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
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